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生徒同士の読みの交流による ｢読むこと｣ の指導の改善

峰 本 義 明

Abstract
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キーワー ド--読みの交流､読書レポー ト､電子掲示板､高校国語､読者反応理論

1 読むことの指導における問題点

現行 の 高等学校学習指導要領 (漫999年)の ｢国語総合｣の3内容の取 扱 い において､｢C読む

こと｣ の 指 導 について示された言語活動の中に ｢(ア)文章に表れたも のの見方や考え方などを

読み 取 り､ そ れ らについて話し合 うこと｣I)が挙げられているo｢読むこ と ｣ の指導においては文

章を読解することだけでなく､読み取った内容について生徒同士で互いに話し合って自分の 考 え

を確認するとともに､他人の考えも聞いて､自らの考えを広げていくのは大切なことであるO

しかし､現業の授業ではそうした機会をなかなか設けられないのが実情である｡評論の授業

の場合は､文章の構成の確認､要約作成､指示語の内容の確認､難解表現の解説などを行 う｡

しかし､それらの作業が終わると次の教材 - と 移 っ てしまう｡読み取った内容を基に生徒同士

で考えを交流させる活動はほとん ど行 われ な い O 小 説 教 材 の場合もほぼ同様であるo授業後に

登場人物の生き方について感想を書かせ る こ と は あ る か も しれ ないが､主題を説明する時間の

余 り に感想をわずかに書かせて､教師に投出 さ せ て 終 わ り ､ で あ る ｡ そこには教師の読みが生

徒 - 一方的に伝達されることはあっても､生徒 の 読 み が 学 習 者 同 士 で 交流され､各自の読みの
違 い について議論することはきわめて少ない｡ こ れ で は 読 む こ と を 通 して自らの考えを広げさ
せることは不可能である｡
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これは､大学入試に対応するために､よりIE確な読解 力を身につけさせたい､とい う教 師 の

願いによるものであると考えられる｡確かに､大学入試対策に限らず文章の内容を正確に 読 み

取るとい うことは必要な能力である｡ だが ｢読むこと｣ と は 文 章 か ら -方的に情報を受容する

だけでなく､｢読むこと｣によって得 た 考えを発信 し､その 考 え に 対する反応を受け取って考え

を広げていくという､双方向的でダイナミックなものである｡現在の高等学校の授業ではそう

した ｢読むこと｣における双方向性が働かず､内容を読み取ること､つまり情報を受容するこ

とにあまりに偏っているのが現状である｡

I_ .:読みの交流をま己こさせる方法について

2.1 読みの交流の重要性-読者反応理論-

高等学校学習指導要領に挙げられている｢文章に表れたものの見方や考え方などを読み取 り､

それらについて話し合う｣ことが 学 習 に必要であるという考え方は､｢読者反応理論｣に基づい

たものであると考えられる｡

｢読者反応理論行eaぬ responsetheory)｣は､ルイ-ズ書口-ゼンプラッ ト(L飢iiseM.Rosenblatt)

が 】938年に提唱 したものなどが始ま 吟である｡吉田新 灘 2)は彼女の理論を紹介しながら､｢読

む力｣を効果的につける方法について紹介している｡

吉田が紹介するローゼンブラットの主張によれば､テキス トとは ｢読者によって解釈され､

意味がつくり出されて初めて作晶になる｣3)ものであるoそして､｢読むことは､自分の考えを

変えたり､感想が変わったり､それまで知らなかった新しい事実や視点に気付いたり､多様 な

感情や気分を味わうなど､変化に富んでワクワクするもの｣4)だとも言っている｡つま り､ ｢読

者反応理論｣によれば､読者が文章を読み､それによって様々な考えや感情を持つことが ｢読

むこと｣であり､生徒は文章を読んで得た自らの反応を表出する機会を与えられ､訓練されて

こそ ｢読む力｣が育成されることになる､と言える｡

また､吉田はロ--ゼンブラットの考えとして､｢各自の反応だけを遠視するわけではありませ

ん｡チビも達間士が互いに話し合ったり聞き合ったりすることを同じレベルで大切にしてい ま

すOそれによって､まず何よりも多様な解釈があることに気付けます し､他人に自らの反応を

話すことはより良く考えることも意味しますoそして､他の人達の反応を聞くことで､自分の

思い込みや気付かなかったこと､そして大事な点などを補 うこともできます｡｣ 5)とい うことを

紹介 している｡つまり､テキス トを読んで､そこからどんな反応や感想を待ったかを生徒同士

が互 い に話 し合ったり聞き合ったりすることで､生徒の読む力を育成することができると言え

る｡ 引 用箇所では ｢話すこと･聞くこと｣ のみが取 り出ずられているが､｢書くこと｣によって

も生徒同士の読みの交流を行わせるこ と は 可 能だろう｡

したがって､ある共通のテキス トに基づ い て生徒が抱 い た反 応や感想 を 書 い た文章を互いに
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読み合 う活動を行わせることで､多様な解釈があることに気づかせ､自らの考えを広げさせる

ことが還要であるO

1.' 読みの交流を出∴させる読点L/ホ -トの形式

生徒が本や文章を読み､その読みを生徒同士で受流させる先行事例として､竹長吉正の ｢読

書レポ-ト｣6)を挙げることができる｡竹長は読書感想文に代わる ｢読書レポ- ト｣の必要性

を述べ､その具体的な指導法について説明している｡

竹長によれば､読書レポ- トとは ｢読書した本 は たは､-まとまりの作品や記事)につい

て､その内容の要点を記録し､かつ､それをある人 (想定された読者)に的確に報告する文章｣

7)であるO この読書レポー トを生徒に書かせることにより､明確な根拠に基づいて自分の意見

を述べる訓練をさせることができるとしているO よって､そのレポー トの内容は ｢A要約 B

要旨 C批評｣S)の3部構成で書くのが有意義である､としている｡

つまり､竹長の読書レポ- トは､｢その本を読んだ者｣が ｢その本を読んだことのない者｣に

紹介するという構造を持っている (図2.1の上を参照)｡そのため､その本がどんな内容のもの

であるかという情報を与える ｢要約｣｢要旨｣の部分が必要であり､さらにその本に対する読者
の読みとして ｢批評｣の部分がある､と考えられる｡

竹長の読善LJポ-トの 構 造

【

- [:牽 :] ー ロ

本案規の読善しボ-トの構造

読善しポート

図2.1 竹長の読書レポ- トと本実践の読書レポ- トとの構造比較 (略本作成)

だが､この構造は先の読者反応理論における ｢本によって得た反応をお互いに受流させる｣

活動においてほ不適切であるo読書レポ- トを読む者は､｢その本を読んだことのない者｣であ
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る｡ したがって､話題 となる本についての知識を持っていない者は,その読書 レポ- トを読む

ことによって本についての知識を得ることはできるが､本を通じてお互いの読みを受流させる

ことはできない｡

その欠点を補うためには ､｢本を読んだ者｣が ｢同 じ本を読んだ者｣との間で読書 レポ- トを

介すことによって互 い の読みを交流させる､とい う活動が必要であるOそのためには読書レポ

ー トの形式も別のものが必要であるo

そこで､池田修による ｢書き抜きエ ッセイ｣9)が参考になるO これは本を読んで得た ｢着眼

点｣を本文から抜き書き､それに対 して 3つの観点のうち 豆つを選んでエッセイを書くという

ものである｡その 3つの観点とは､①共感､②反論､③発展であるoこの形式において､本を

読んで得た ｢着眼点｣を抜き書きさせることは有意義である｡同じ本を読んだ者同士で読みを

交流させる場合､読者が違えば着眼点も違 う｡それを互いに紹介 し合 うことで､多様な読み､

多様な解釈があることを知ることができるoそして､それに対して 3つの観点からエ ッセイを

書くことも意義がある｡同じ本を読み､同じ着眼点を得た者同士が読みを交流する場合､観点

が3つあることによってやはり多様な反応があることを知ることができる(図2月の下を参照)0

そこで､本実践では生徒同士の読みの交流を目的とするため､池田の書き抜きエ ッセイの形

式を導入して､読書レポ- 卜を書かせることとした｡

-･-i ･ i∴ ､ ･･ : ■･iこI.-. : I･ て:-･ ti ･

〒

｣

-

一

図2.2 竹屋 ･池 田 ･本実践の読書レポー ト (書き抜きエッセイ)の構成比較 (峰本作成)

2,3 読みを受流させる方法

幣長の読書レポ- トでは､作成 したレポ- トを交流させる方法も紹介 している10㌔ 簡長によ
れば､作成 した読書 レポ- トを別 の生徒に読ませ､評価させるoその際にチェックリス トを基
準にさせるOこのチェックリス トは ｢主題の明確 さ｣｢構成の適切 さ｣｢具体的な事柄の有無｣
｢虜Fj造性の有無｣｢語句の正確さ｣｢分量の適 切 さ｣｢全体の調和｣などの項目で構成 されているO
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この評価を参考にしてレポ- トの筆者に自らの文章を推赦させる｡それをさらに別の生徒 に読

ませて再 評 価 させ､それを参考にして筆者にレポー トを完成させる (図2.3の左を参照)0

この 方 法 に よれば､レポー トの完成度は高まるかもしれないo Lかし､図 2.3にも示したと

お り､ こ の 方法では読みの交流がジグザグに動くものの､基本的に--一直線であり､多様な受流

をさせるものとは言えないOよって､生徒自身の視野を広げ､主体的に考えを深めさせること

はできないo

そこで､多様な読みの交流を行わせるためには､各自の着眼点に基づくエッセイという読書

レポ- トを書かせ､それを同じ本を読んだ者同士で互いに読ませて､多様な方面からコメン ト

を付けさせ､それを参照してレポー トの筆者にまとめを書かせることが有効である｡

さらに､この読みの交流をより効果的に行わせるためには､インタ-ネット上の電子掲示板

を活用することが有効であるO自分の読書レポー トを電子掲示板に投稿することにより､同じ

本を読んだ生徒からコメン トをより多く受けることができる｡

そこで､本実践では以上のことを踏まえて､読書レポ- トを媒介にして読みの交流を起こさ

せることとしたOそして､読書レポー トの形式として､池田の ｢書き抜きエッセイ｣を踏まえ､

さらに要約も書かせることにした｡生徒が本の内容を正確につかんでいるかどうかの確認のた

めである｡さらに､その場としてインターネット上の電子掲示板を活用 し､読みの交流がより

活発に起こることを狙った｡

竹蕪の読粛L/ポートにおける交流

本を読んだ瀦 読んでいない-*

本案鵜の読蕉L/描-トにおける交流

本を読んだ･市 本を読んだ粛

図2や3 酵長のレポ- トと本実践のレポ- 卜の交流の形態の比較 (峰本作成)
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3 薬 盛 の 概 要

3.及 対象

本実践の対象は､新潟県立新潟高等学校第 1学年 392名 (男子 2漫6名 ｡女 子 176名)である｡

10クラスであり､普通科 Sクラス､理数科2クラスである｡

3.2 案 施期 間

平成22ほ0廟 隼 M 月-平成 23 (2011)年 1月に実施 した0

3.3 窯践蔚概略

第1次 課題図書として4冊の新書を指定 し､生徒に選択させ､期 日までに読むように指示

する｡

第 2次 インタ-ネット上に設けた課題図書ごとの電子掲示板に各自でアクセスし､読書 レ

ポ- トを書かせる｡

第 3次 自分の読んだ課題図書用の電子掲示板に各自でアクセスし､同じ本を読んだ者のレ

ポー トを2編以上読んで､感想のコメン トを付けさせる｡

第4次 電子掲示板に各由でアクセスし､自分の読書レポー トに寄せ られたコメン トや､他

の読書レポ- トを読んで､最終的なまとめを書かせる｡

3A 薬 銭 の経過

う.4.1 第 1次 課題図書の指定

読書 レポ- トを生徒に課すに当た り､全体のテ-マを設定した｡今回のテ- マは ｢国際理解 ･

異文化理解を深めよう｣としたoこれは生徒の在籍校が､1学年の指導項 目と して ｢国際理解

教育｣を挙げているからである｡

課題図書として次の4冊を選び､生徒に紹介 した｡選書は生徒の在籍校の学校司書の全面的

な協力を仰ぎ､高校 1年生が少 し背伸び して挑戦できるような内容のものを選んだ｡

① 『異文化理解』青木保著 岩波新書 (2001年 7月初版)

グロ-バ リゼ-ションが進み､ 日常的に接触 している異文化を正 しく理解するために～

文化人類学者 としての体験や知見を展開しながら嘉の相互理解 の 手 が か りを探るもの｡

② 『旅に出よう』近藤雄生著 岩波 ジュニア新書 (2010年 4月初版 )

将来-の不安や悩みを抱えながら海外へ旅立った著者 が､旅 で 出会 った様々な人々の

姿 を 通 し て ｢生 きること｣の意味を探るもの｡

③ 『国 際 協 力 と 平 和 を 考 え る50話』森英樹著 岩波ジュニア新 書 (2004年 2月初版)

日本 を 取 り 巻 く 平 和-の不安要素も増 している今､日本の国際協 力 は どうあるべきな

のか ､ 日本 の安 全 を どのように保証すべきなのか､身近な 50の話題で解説するものo

Li､､伸I二作を'JiHj:))]』 ､上l.'jlj'拙E;署二 l'tll'耕,l'.I:(コ010隼 lI｣伸附

日本の政治状況や国際関係が変化 し､戦後体制が変わろうとしている今､私たちはい
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かにして正しい認識を持ち､望ましい未来を播きうるのかを考えるもの｡

上記4冊から 1冊を生徒に自由に選択させ､希望者には校内で販売 したOそして､1ケ月ほ

どの期間を設けて生徒に本を読ませ､全員が読書レポ- トを掲示板に書き込むよう指示した0

3.4.2 第 二次 生徒各自の読書 レポー ト書き込み

4冊の課題図書それぞれに電子掲示板をインターネット上に設置し､生徒に自分の読んだ本

の掲示板に読書 レポ- 卜を書き込ませた｡

各課題図書の電子掲示板は以下のURLである｡

① 『異文化理解』 http:〃Obbs.jp購 ibunka/

② 『旅に出よう』 http:iiObbs.jp月Ot油il

③ 『国際協力と平和を考える50詣』 http://ebbs,jp胴 koktiSaii

④ 『世界を知るカ』 http://Obbs.jp月Osekai/

この掲示板はインターネット上に無料で公開されている掲示板サービスを活用したOこの掲

示板は以下の特長がある｡

･掲示板の設置､メンテナンスがインタ-ネット上から可能であり､扱いも容易である｡

･pcからだけでなく､携帯電話からも閲覧 ･書き込みが可能であるO

･生徒が書き込みをすると､管理者である筆者宛にメールが届くOこれにより提出状況を

把握できるとともに､誹誘 ･中傷の書き込みがあった場合に､速やかに対処できる｡

生徒に書かせるレポ- トの内容は以下の3点とした｡

①本全体の要約を書く (200字程度)0

②本を読んで､各自が 得 た着眼点を書き抜く｡

③書き抜いた着眼点 に つ い て､次の書き出しから1つ選び､エッセイを書く(400字 程 度 )｡

1｢～とある｡ 実 は 私 も～だったことがあるO｣(- ｢共感｣)

2｢～とある｡ と こ ろが私の場合は～だったのだO｣(- ｢反論｣)

3｢～とある｡ 同 じ ような話を聞いたことがある｡それは～｣(- ｢発展｣)

これらの書き出しは､先述 した読書レポー トの構成における,各自の着眼点に対する ｢共感｣

｢反論｣｢発展｣にあたるものである｡

このレポ- トを下書きさせてから､電子掲示板にアクセスして書き込むよう指示 した｡また､

インターネットに接続する環境がない生徒のために､別途 日を設けて生徒の在籍校のPC教室

を利用して電子掲示板にアクセスさせた｡

なお､電子掲示板-読書レポ- トを書き込む際には実名を用いるようにさせた｡第3次 ･第4次

に書き込ませるコメントやまとめもすべて実名をつけさせたo自らの発言には責任を持つよう自覚

を促すためであり､読みの交流においては種 芋が誰か分かることが必要だと考えたためであるO
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補剛句∴∴二∴∴ _～
破威名ここ =コ

鞠なる覚蝕を報辞ずる

Fi苫磯 路

yEメッセ-シ†(タブ鯉It]小】h

M 201QrtylT20:12:刃

魂代の鰹鮮においでは, ダp-パ?レ徹による凝鍬的文勉の
顔-稚め噛 むやしかし.孝の巌嬢にある転観により､繭一
文着払毒二内面飼凝頻が存在すること魁新発である汐滞れ砕く
文佃の多様燥凌練樽 し,かつ鰐降臨園を奥現するための基
礎となるのが､その鰹底にある転紋的文化､すなわち輿窯
牝の槻顔である｡費の週報8こおい で は,単なる艶文偲の愛
帝のみならず,F:1ちの克服督戦 施 つ め 爾 落款すること愈嘱
腰とな各q輿一丈促を報解し,棚 方 で は 臨 文舷を健勝に鮒
Lようという費勢こ骨が､これか ら g)敗魚で感蘭ときれる

亀のなのであるo

P192
Tt臥屯化を適して)(3'/10)~q:化 と い 7･bJ)を沌J,I)灯 せ一こと
で._.L'Lt化と粗ニt化とC1棚 の ニーミ,1ニナーシ:1ンを糾る

ための繋がかり恵鞠 らわ_るj

このことは､飽人と約分との頗入国j:の開銀に野昏換えら
I.'Lる､.

内分がどんな絶倫で､ooという癖があって､など､約分が
どんな大岡であるのかということは､轟渡りにも癒近す嘗

図3.1 電子掲示板の入室画面 加 毛p:iiObbsjp月 OibunkalよをH

j.4.3 第 3次 レポー ト-のコメント書き

冬期休業中の課題として､投稿された読書レポー トを読み､コメントをつけさせた｡

コメン トを書く対象は､生徒が読んだ本の電子掲示板の中の読書レポー トとした｡これは､

同じ本を読んだ者同士で意見を交流させるためであるQ

コメン トを書く方法は､利用した電子掲示板のコメント機能 を用 いた.この掲示板はコメン

トをつけるとスレッド表示されるようになっている｡そこで､読書レポー トの右下に表示され

るコメン トを付けるボタンを押してコメントを書き込ませた｡

コメン トは最低 2つ書き込ませた｡1つはまだ誰もコメン トをされていないレポー トの最初

の読者としてコメン トを書かせたo生徒の読書レポ- トに対して誰もコメントをしていないと

いう状況を避けるためであるo また､この電子掲示板は数人分を表示すると､残 りを次ペ-ジ

に送ってしまう仕様のため､自分のレポ- トが何ペ-ジも後ろに送られてしまい､他の生徒に

発見しづらくなってしまうからである｡2つ冒以降は日夕摘ミぜひコメン トしたいレポ- トにつ

いてコメントを書かせた｡

コメン トする内容については､生徒 小人-一入がレポ- トの筆者にとっての ｢大切な友だち｣

になることを求めたoレポ- トの筆者にフアンレタ-を送るつもりで書き､レポ- トのどんな

ところが良かったかと､レポー トの筆者が今後どうなって欲 しいか期待することとを書かせたO
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l●lチェンジ!

L畔6書1
rPCl2011乃1伽2113;∬ 【凪軌

とてもt)か rJやすい説呼】だった｡Bt近のニュースそ=YJ
旬に1､もことで井感がf8やす くなっていたと想う,作
41:I)ll本の,ステレオイメ一･;-1をまえるにはどうした
らよいQ)か与えてほ しいL.

rJTステレオイメージの大切さ

ま繊 粛
lPCJ2011JtHAk500:ZT:39 t凪遮l

とでruわか rlやすい背約で､木を.もとんでいない人でも内
解の大筋がつかめる恵と凝った中蕊ヴセイの凄三鷹に曙率閥
鞄を取T)f二げて､さら;=自分U-)f三宅 を付け加えることで､
汲む人に考えきせるような構成が寮曙らしいと懸った伊私
も■I1蛸は他凶L/)ステレ寸†メー･>'に.tt:L'て碓Li..-を変えて
いるなと凝った｡
作･FLには､El本q)持 つべきであろうステレオィ.1-tJを
考え､その威変性を怠 れないであらいたい串

何 食蝕の盛事の欄

1鵬 ･ + .

tPCI2011Jtll凡115:501=SZ L艶塾1

㌢どの よ うな寒か｣が簡磯に述べられていて､わかり
やすu密約であf),温プ女Jfでは､円本におけるタJf
ム13- な練塀磯でQJ状親を､舜文偲灘顔の圃親戚と窮
ねで述べ ていて､興味深い肉弾となってい各年や濁と
いう国は､特臥 故 い方に対してほ辞を航く､拓い井
に対して事まとから磯をいうような閑ではあるが,磯か
に他の減からみても､約本はT弱い瀞｣なず)かむしれ
ないと患ねぎれたね
このレポ-トの弱'藩には､これからも関本の経済野辱

図3.2 コメントの書き込み例 (http://ebbs.jp胴ibunkalより)

1.4.4 第 4次 コメント及び他の生徒のレポー トを読んでのまとめ

約 2週間の期間を設けて､今回の読書レポ- トの最終的なまとめをさせた｡

生徒が書き込んだ読書レポー トには他の生徒からのコメントが寄せられているOまた､同 じ

本を読んだ他の生徒の読書レポー トも電子掲示板には載せられている｡それち を読んで､生徒

各自が最初に書いた読書レポー トに盛 り込んだ内容について､現在の考えや感想を書かせた｡

まとめを書く方法は､第 3次と同様に掲示板のコメント機能を使わせた｡自分が書いた最初

の読書レポー トにアクセスし､寄せられたコメントや他の生徒のレポ- トを読んで､まとめを

自分のレポー ト-の書き込み､という形で提出させた｡

まとめを書く際には､必ず他の生徒のレポー トや自分のレポ- トに寄せられたコメントを踏

まえて書くよう指示した｡そして､その生徒のレポー トやコメントを引周してまとめを書くよ

うにさせたO引用する際には ｢｣をつけることと､聾者の名前を書くことを指示した｡

字数は300字程度としたが､実際はあまり厳密にはしなかったO下書きをしてから書き込む

よう指示し､下書き用紙を作成して配布した｡

-87-



生徒同士の読みの交流による ｢読むことJの指導の改善 (峰本)

~ ∴l

Lllまとめ

4kt 轟 rPC】ZOl川IJTtLZ:Ot):18 偲患!
まとめを瀞 (にあたって､戦う山姥内紛の且ヅ恕イを貌み
返してみ威した｡4第数が少なかったせいか､溌静カが少し
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ていくL･でし･)灘也.JIIと恐いまし†∴
ですが､拭敵対立や新教戦争､地域の射蕊については由分
野)潜鬼を選べられたと思いま

すJそこiJt､∴-メント長,(ださ一〉ナI._＼渦きんも r(JL)LT)噂

鬼をほっ潜りも顧できるカを専攻も楯も駿を予てほしいと思

うQjと評磯してくだ穿った滞分でも凝ります母改めて
慮ったことは､戦争や線収と廉叉級脅喝麟瑠ること着意つな

がっているということです｡艶静はとても広いので､内分

の考えていることが食てではない､ということをおEi.いが

憩い,僻拳の樹や鳩櫨を観解しようとすることが漉瀞だと

巌いました｡ これらを日常生活に厳き換えて脇も岬 り敬
I.,つて過ごしていきたいとも.LRいま-1-A.

磨健毒こ､コメン トどうもありがとうございました｡

Lユ】R付しました!

最親 藩一
rPClユOllDl.qHi14:03=42 l艶監i

粒界とい う大 野なものが抱えている爾感を払たちの身近な
ことで例 見て貌明されていてとてもわか らやすかつたで
す｡また､文率のほuめに由分の腰魔を老威 し､磯に週休
例を示す とい う構成も哉みやすかったでず8--･魔,興味を
ひくr地域 の対鹿骨惑いことだとは思わないojという意
鬼も漢 轡を汲んでいくうちに納得ぎせられましたD中川き
んのそのr内分の意鬼をはっきり老親できるカ)を母親あ
鱒ら奴毒すてほしいなと患いますn

搬 泣

図3.3 まとめ の 書 き 込 み例 (http://ebbs,jp月0豆burlk沼t0-11より)

ミ､ 生徒による交流の例

生徒が電子掲示板に番き込んだ読書レポ- 卜の例と､それに対ずるコメントの例､さらにま

とめの例を以下に示す｡選択 した本は 『異文化理解』であるo 生 徒名はイニシャルに直したo

生徒による読書 レポ- ト

4組 王 (女子)

E要約】現代では､異文化 との日常的な接触や交流が増大 している｡ しか しながら､我々が異文化を

正 しく理解 しているとは言い難いo異文化間の衝突や､異文化に対する偏見､先入観による問題が

数多く存在 しているOまたその一方で､文化の画 =-化による影響も広がりつつある｡このように文

化の混在化と画 弓ヒの動きが共に存在する状況の中を､我々はまず個人の目線のレベルから異文化

理解と他者の認識を基礎にすえ生きていくことが必要である｡

E書き抜き】私たちが外国行って戸惑 うのは､多くの場合､厳密に言葉ができないからというだけで

なくて､こうしたコミュニケ-ションのもつ社会 とその文化にな じみがないからです｡(p.140)

【ェ ッセ耳遠実は私も文化の違いによるコミュニケ-ションの難 しさを感 じたことがある｡私はこの夏､

様々な国の生徒が集まる学校に適 う機会を得た｡ ドイツや中国､メキシコ､ベ トナムなど､全く違 う

文化を持つ人々が同じ時間を共有 したO英語という共通の言語で意志疎通をしたが､箔:労した面が

多々あった｡同じ話題でも､真剣に聞く人もいれば､笑いながら相槌をうつ人もいるし､自分が言い

たいことが茎だしく伝わらないこともあった｡作者の主張する文化の違いが原因だろうと私白身も感 じ
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三吏旦 oLかしそれによって友好関係が築けなかったわけではないO個人として､相手を理解 したい

と思い､伝わりにくい文化的な部分について説明を加えたり､質問をした りしたのだOその結 果 ､同

じ国の人と友達になるのと同じように､仲の良い友達になれた｡異文化理解とは､個人として相手 を

知ることから始まるo難しいが不可能ではなく､必要だと感 じた経験であった0日て線は引用者)

この生徒は､書き込みエッセイの第 1のパタ-ン (-共感)を用いて本 に対す る共感 を述べ

ているOだが､後半で自分由身の経験を紹介 し､文化の違いによる互いの理解の難 しさを乗 り

越えるために､｢個人として､相手を理解すること｣の重要さを主張している｡

このレポ- トに対 して3人の生徒がコメン トを寄せたo

第 1のコメン ト

9組 S (女子)

まず､文化の違いを実感 したことがあるとい うことが凄いと思いました｡私は勇気がなく､先 日

新潟高校に来た留学生とも､全く会話することができませんでした｡それだけでなく､ Ⅰさんは､

意志の疎通をし､外国の人と仲良くなりました｡このことは､私のような未経験者には､遠い話の

ようである-方､ lさんの表現が身近に感 じられるので､勇気を与えてくれることでしたo

今後も､異文化 との触れ合いを適 して､より理解を深められるといいと思います｡また､豊里壁

験を生かして､私のような人を積極的に異文化に触れることができるように､手助けしてくれると

墜上巳ですO (下線は引用者)

この生徒は､レポー トの筆者とは異なり､文化の 違 い を実感 したことがなく､異文化の者 と

理解 し合お うとする勇気もないことを指摘 している｡

第 2の コメン ト

8組 Y (男子)

まず､要約文では文化の衝突という問題点､そ してそれを解決するために私たちが しなければなら

ないことが書いてあり､本の要旨を理解 しやすかったですO

エッセイでは具体的な自分の経験を基に書かれていて､文化の違いによるコミュニケ-ションの難

しさという文化問の問題を､自分の問題 として しっか り捉えているのはすごいことだと思います｡ 音

さんはその経験を通 して､どのようにすれば｢異文化理解｣ができるのかを知ったようですね｡墜塗壁

ない私には､異文化の中で交流するとい う経験の塵要性を気付かされましたoこれからも､相手を知

ることで｢県文化理解｣をしていって欲 しいです缶(下線は引用者)

この生徒は異文化 との 交流 の経験のない自分にとって､レポ- トの内容は認識を深めること

がで きた ことを述べている｡

第 3の コメン ト

4組 T (男子)

私は外国に行って異文化を直接体験 したいと考えているので､ 王さんの苦労が伝わってきます｡そ

んななかで外国の人と友達になるまでコミュニケ-ションがとれたのは凄いですね｡相手を理解 した
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いという気持ちの大切さがわか りました｡また､異文化理解が身近なところから始まるとい うことは､

異文化に対する抵抗感や身構えてしま う感 じを拭ってくれる富強だと思います｡

王さんの経験は人にいい影響を与えられると思 うので､ぜひみんなに経験の一部を分けて欲 しいと

思いました｡(下線は弓蔓周者)

この生徒はレポー トから ｢相手を理解 したいという気持ちの大切さ｣ に気づき､認識を深 め

ている｡

これら3人のコメントを読んで､ レポ- トの筆者は次のようにまとめたO

レポ- トの筆者 によるま とめ

今回のレポ- トでは､筆者の主張から自分の考えを持ち､友人のコメン トによってさらに考えを深

めることができたo私は,筆者の ｢文化の違いによるコミュニケーションの擬 しさについて｣の主張

に注悶した｡そして自らの経験に基づき､個人として互いを知ることの重要性をレポー トにした｡T

君やSさんの ｢身近に感 じた｣とい うコメン トから､異文化理解は個人として,遠いものではないと

い う思いが伝わったとわか り､嬉 しく感 じている｡一方で､Y君をはじめ皆が ｢自分には経験がない｣

ということをコメン トしてくれているoいくらグロ-パルな社会になりつつあるとはいえ､実際に展

文化に触れたり､本当の異文化を知ったりする機会はそれほど多くはないことに改めて気づいた0日

分担身の経験や主観だけでなく､様 々 な 人の立場から多面的に考えを深める努力が必要であったと感

じている｡今回のレポ- トで学んだ こ と や､友人と意見を変換することで得 られたことを､今後に生

か していきたいO(下線は引用者)

この生徒は､まず友人からのコメン トで考えを深めることができた､と述べている｡その理

由は､異文化理解が個人として遠いものではないという自身の主張が認められたことと､自分

にとっては当然と思われたことが他人にはそうではないことに気づかされ､自分自身の認識を

修正できたからである｡ そして､様々な人の立場から多面的に考えを深める努力の必要性を理

解し､成長した姿を見せている｡

この例のように､読書レポ- トを基にした読みの交流は以下の効果を上げている｡

庄) インターネットの電予掲示板を使 うことによって､より多様な相手からのコメントを

引き出すことができた｡

② 同じ本の読者同士でも多様な着眼点があることを､生徒に明示することができた｡

③ コメントや他の生徒のレポ- トを読むことにより､生徒自身の考えを広め､認識を深

化させたO

-1 アンケー ト鮎栗と塙察

-J.1 アンケ-ト結果

読書レポー トを提出させてから16日後にアンケー ト調査を実施 したO
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アンケ- 卜項目は資料4.1の通りであるO 回 答者数は 386名であったo

資料4.1 読書レポー トについてのアンケー ト (峰本作成)

第2回読書レポートについてのアンケート

インターネットを通 じての読書しポートを終えてから2適間､そろそろ冷静に振り返ることができると思
います｡以下のt向に回答して下さい｡

______⊥岨_山 _____

同l 今回の統fLポートで､あなたの持つ以下の力はどれくらい変わりましたかC
や奇 策あ家裁 晶凍り 全く どちらとも
向上した 向上した 文(-らない 文いらない 甘えない

･文書の表現の特色に注焦して挑む力 4

･文書の内専を的辞に挑み取る力 4

･文書を辛的する力 4

･文8の*成をとらえる力 4

･青書の意図をとらえる力 4

･ものの見方､感じ方､書え方を書かにする力 4

･相手に応じて文体やは句を工夫して書く力 4

1純理構成を工夫して書く力 4

･自分の主喪に基づいて書く力 4

1適切な表現の仕方を考えて書く力 4

1他人の文章を挑んで自分の表現に役立てる力 4

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0
3 2 1 0

3 2 1 0

3 ～ 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0

3 2 1 0
3 2 1 0

問2 あなたのiEんだ評蔑監l書は熊昧深かったですか ?
4 よく嶺ては深愚 3 欝激変番当ては祭る 空 海変り当て緒祭らない 1 愛く当ては祭らない O どちらでもない

間3 友人の訣暮しポー トはあなたの意見に革郵 こなrjましたか?
4 よく当ては溌愚 3 寮あ資希望でf芸凍る 2 轟欝や当です孟寧ら奄い ち 全(洩てほ変らない 0 どちらでもない

閏4 友人のコメントはあなたの患見に事弓削こなりましたか?
4 よく軸て描蘇る 3 まあ奮轟当ては衆愚 2 蕗蒙り当ては変らない 1 全く鴎てはまらない 0 どちらでもない

問 5 あなたの息晃は､友人のL/ポートやコメントを読んだ銀､当初と変わり ま した か ?
埴 歳く麹て揺衆愚 3 まあ変容慧て隈変る 芝 あまり当てはまらない ! 愈く当ては蒙らない 0 どちらでもない

問6 あなたが頼経的に意見を持つ梓に､何が-辞書考になP)ましたか ?

･ 友人のコメント ･ 友人の レポ- ト ･ 課患歯*以外 の 友 人 の文鼓 ･ 特にない

問7 読書しポートを､イ ンター ネットを通 じて書 くことについて.一番手Il点と感じるのは伺ですか ?
･いつでも統み書 きできる ･友人のLJli-トやコメントがすべて読める

･普段話さない人 と魚貝 を交流できる ･その他 ( ) .特にない

同8 読書L･/ポー トを､ イ ンターネ ットを通 じて書くことについて､-沓欠点と啓じるのは伺ですか?
･掲示板にアクセスすること .キーボードで文書をつつること

･掲示板の同局 点 (具体的に )･その他 ( )･特にない

同9 インターネ ッ トを遵 じた統書 レポー トを今故も検けたいですか?
4 よく当て着ままる 3 ま務ま凝幾では蒙る 2 潜まり当てはまらない 1 褒く当てはまらない 0 どちらで亀ない

以上です｡

このアンケ- トの問 lは､今回の読書レポー トを経験してみて､どんな国語の力がついたか

を尋ねるものである｡これらIl項目は現行の高等学校学習指導要領の｢国語総合｣における｢B

書くこと｣および rC読むこと｣の教える ｢内容｣に示されている7項目をほぼそのまま掲載

したものである｡ 読書レポ- トによる読みの交流が学習指導要領に示されている内容のどれを

伸ばしたのかを知るためのものである｡なお､学習指導要領の文言そのままでは生徒が理解 し

づらいと思われるものがあったので､多少変更するとともに､=-一つの項目を二つに分割したも
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のもある｡そのため 愚呈項目になった｡間 2以降は､今回の電子掲示板を活用した読書 レポ- ト

の実践の特性を探ろうとしたものである｡

このアンケ- トの結果を次に示すo問 1と間2-5および間 鋸こついては完Ia検 定を打 った｡

検定はインターネット巨で公開されている ｢JavaScripi-STAR｣‖)を剛 ､て求めたO

表4.頂 読書 レポ- トサアンケ- 卜間 1のx2検定結果 (峰本作成)

間1 今回の読書レポ-トで,あなたの持つ以下の力はどれくらい変わりましたかL.

十分 まあまあ あまり 全く どちらとも

向上しf= 向上した 変わらない 変わらない 育えない

･文JFの表現の特色に注書して読む力 実測値 37 203 117 15 14

朔特性 70.629 184.035 105.124 11.468 14.745

訓育されT=残差 一一4.643 2.027 1.424 1.111 -･･0.207

嬢淫線条 率呼 率

･文Tの内野手▲mSflT読み取る力 英対価 48 208 101 13 15

棚特価 70.446 183.558 104.851 11.438 14.706

調をされた隷書 J I03 2.616 --0.462 0,491 0.081

壊変緒黒 革革 率*

･文率を要約するカ 実測建 67

頼特価 70,629

182 112 12 13

184.035 105.124 11.468 14.745

訳鼓され1=残差 -0.501 0.217 0.824 0.167 0.485

検定繊泉

･文士の7I戒をとらえる力 実測値 50 170 134 15 17

期待値 70.629 184.035 105.124 11,468 14.745

訊生されf=残善 一2 848 -1.5 3_463 1.111 0.628

検蜜純泉 率呼 率率

瀞者碍激闘をとらえるカ 実対価 64 柑3 112 13 14

糊特価 70.629

誹なされ1:強善 一-0_915

換建鰭果

ものの見方t感じ方.考え方を豊かにする力 実測価 109

耶積憤 70.263

184､035 105_124 1ト468 14.745

-0.fl 0.824 0.481 --0 207

182 75 6 12

183.081 104.579 1ト409 14.668

調をされた残差 5,361 -0 115 .-･3 556 ･-ll 705 --0_744

榛寛結果 ** *申 す

･相手に応じて文体や詩句を工夫して暮くh

･論甥構成を⊥夫して暮くJ]

実測値 72 159 126 12 17

期待GL 70.629 184.035 105.124 11.468 14.745

誹をされf=残差 0.189 1--I 676 2.504 0.167 0.628

療定緒巣 ** *

実測値 51 178 125 12 19

期待値 70.446 183.558 104_851 11.438 14.706

折鞍された残差 ･･-2.688 ･-a594 2.419 0.176 1.197

檎露緒風 車* *

･自分の主張r二基づいて書く力

･適切な表甥の仕方を考えて書く力

･他人の文聾を挽んで自分の凝現に役立てるカ

実測値 100 189 79 6 11

糊特使 70.446 183_558 104.851 1ト438 14.706

聯蔑きれた強塵 4.085

検定緒農 **

薬灘薩 78

** ト

193 96 7 12

輔特性 70.629 184.035 105.124 11.468 14.745

調鼓されTr推垂 1.018 0,958 11.094 11.405 10.764

榛定摘 果

実 湘 唖 100 175 78 15 18

糊 特 使 70.629 184.035 105.124 11.468 14.745

誹をき れ f=牧 差 4.055 1-0ジ65 --3253 1.111 0t906

検 蛮 鍍 濃 ** **

◆p(.10 *pく､05 榊 pく.01

_/T_//J AnalyzedbyJ8VaScripトSTARJ:_;_/
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なお､｢文章の表現の特色に注意 して読むカ｣から ｢ものの見方､感 じガ､考え方 を豊かにす

る力｣までは､学習指導要領の ｢読むこと｣の指導項目であり､｢相手に応 じて文体や語句を工

夫して書く力｣から ｢他人の文章を読 んで 自分の表現に役立てるカ ｣ までは ｢書くこと｣ の指

導項目である｡

次に､アンケー トの間2-5および問 9の x2検 定結果を示す O

表4.2 読書レポー ト･アンケー ト問 2-5､問9の x2検 定 結 果 (蜂 本 作 成 )

よく まあまあ あまり 全く どちらとも

当てはまる 当てはまる 当てはまらない当てはまらない 言えない

問2 あなたの遵ん[='課捜凪雷は

興味深かったですか?

実弟値 88 203 62 21 11

期待値 81.001 160.236 78.647 36.087 29.026

調茸された残差 0.976 4.931 -2.347 -2､942 -3.881

検定結果 ** * 車中 **

間3 友人の読暮レポートはあなたの意見に

参考になL)ましたか?

実測値 148 193 26 5 15

期待値 81.421 161.069 79.056 36.275 29.177

調整された残差 9.266 3.674 -7.465 -6.087 -3.046

検定結果 ** ** ** *単 車*

間4 友人のコメントはあなたの意見に

参考になL)ましたか?

実朝値 123 175 36 12 40

期待値 81.211 160.653 78.851 36.181 29.102

調整された残差 5.822 1.652 -･6.035 イ 771 2.343

検定緒輿 *車 や 串* 串* 寮

間5 あなたの意見は,友人のレポー トや

コメントを読んだ練､当初と

変わりましたか?

実,･31庫 12 120 177 40 37

欄 特 価 88.154 174.387 85.592 39.274 31.59

調鼓された 残差 -10,292 -6,077 12.488 6.373 1.128

検 定 緒 果 ** ** ** **

問9 インターネットを通じた講義レポートを

今後も練けたいですか?

美,W価 42 12 6 100 73 45

期待値 81.2 1 1 160 .653 78.851 36 .18 1 29.102
調整された残差 -5,4 63 -3 ,992 2.978 7 . 173 3.419
磯波細畢 ** ** *碑 ** **
+p(.10 *p(.05 稗 p(.01

_/J･'Jj Analyzed by Jav aScript-STARJr;_i/

次に､アンケ- トの間 6-8の結果を示すOこれは 回 答数と% 表 示のみとする｡

義4ザ3 読書レポ- ト･アンケー ト問6-8の結果 (略本作成)

間6あなたがJL轄的に先見を持つ際に.何が-♯寺考に 友人のコメント 友人のレポート課鵠国暮以外の友 特にない
なL)まLr=か?

人数 104 202 7 72
恥 26.9% 52.209 1.8% 18t6㌔

Lついて､一手利点と悲しるのは何ですか? できる コメントがすべて意見を交流できる
盗める

特にない

^8 87 185 65 14 35
qt' 22.5㌔ 47.的 16.8㌔ 3.6% 9.0%

問8放暮レポートを､インターネットを通じて暮くこと 掲示軽にアクセスキーボードで文章掲示榛の間埋点 その他 特にない
について一一番欠点と感じるのは何ですか? する を暮く

人赦 106 82 44 33 121

qb 27.4㌔ 21,2も 11.鵬 8.5% 31.3㌔

以上をまとめると次のような結果であったOなお､結果の判定には 5%水準 (その事象が起
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こる確率が5%以下)を用いた｡

4.1.1 問 1｢今回の読書レポー トで､あなたの持つ以下の力はどれくらい変わりましたか｣の

結果について

｢向上した｣が全体として有意に多かった項目は､｢文章の表現の特色に注意して読むカ｣｢文

章の内容を的確に読み取る力｣｢ものの見方､感 じ方､考え方を豊かにする力｣｢自分の主張に

基づいて書く力｣ ｢他人の文章を読ん で 自 分 の 表現に役立てる力｣の5項目であった｡これらは

｢十分向上した ｣ か ｢まあまあ向上 した ｣ が 有 意 に 多く､あるいは ｢あまり変わらない｣か ｢全

く変わらない｣が 有 意に少なかったO ｢文 章 の 表 現 の特色に注意して読むカ｣｢文章の 内容を的

確に読み取る力 ｣ の2項馴こ関しては､｢十分向上した｣が有意に少なかったが､｢ま あ まあ向

上した｣が有意に多く､全体として ｢向上した｣が有意に多いと解釈できるO

｢変わらない｣ が 全体として有意に多かった項目は､｢文章の構成をとらえる力｣ ｢相手に応

じて文体や語句を 工 夫 して書く力｣｢論理構成を工夫して書く力｣の3項目であった O これ らは

｢十分向上した｣ か ｢ま あ まあ 向 上 した｣が有意に少なく､あるいは ｢あまり変わ ら ない｣か

｢全く変わらな い ｣ が 有意 に多か った｡

全体として 特 に 有意な差がなか った項目は､｢文章を要約する力｣｢筆者の意図をとらえる

カ｣｢適切な表現の仕方を考えて書くカ｣の3項目であった｡これらは統計的に特に有意な差が

見られなかった｡

4.1.二 間ユー5､問9のアンケー ト結果について

｢当てはまる｣が全体として有意に多かった項目は､問 2｢あなたの選んだ課題図書は興味

深かったですか｣､問3｢友人の読書レポ- トはあなたの意見に参考になりましたか｣､問 4｢友

人のコメントはあなたの意見に参考になりましたか｣ の3項目であったOこれらは ｢よく当て

はまる｣｢まあまあ当てはまる｣が有意に多く､｢あまり当てはまらない｣｢全く当てはまらない｣

｢どちらとも言えない｣が有意に少なかった｡

｢当てはまらない｣が全体として有意に多かった項目は､問 5｢あなたの意見は､友人のレ

求- 卜やコメントを読んだ後､当初と変わりましたか｣､問6｢インタ-ネットを通じた読書レ

ポ- トを今後も続けたいですか｣の2項目であったOこれは ｢よく当てはまる｣｢まあまあ当て

はまる｣が有意に少なく､｢あまり当てはまらない｣｢全く当てはまらない｣が有意に多かった｡

ただし､問6については､｢どちらとも言えない｣も有意に多く､｢当てはまらない｣だけが有

意に多いとは一概に言えない｡

4.1.3 問6-8のアンケー ト結果よL)

問 6｢あなたが最終的に意見を撞っ際に､相が山番参考になりましたか｣では､友人のコメ

ントよりも友人のレポ- トの方が参考になっている｡

間 7｢読書レポー トを､インターネットを通じて書くことについて､-蕃利点と感 じるのは

何ですか｣ では､｢友人のレポー トやコメントがすべて読める｣と回答した者が多かった｡
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何ですか｣では､｢掲示板にアクセスする (掲示板を見ることができない､いちいちアクセスす

るのが面倒､など)｣や ｢掲示板の問題点 (表示が狭い､検索がうまくできない､など)｣の項

4.2 考･察

以上の結果から､次のことが言える0

本実践では､生徒が本を読んで各自が得た読みを読書レポ- トという形で互いに受流させ る

ことにより､生徒〃)読む力が向上すると考えて実践 した.また､レポー トやコメン トを書か せ

るので､書くカも向上すると予想された｡それがいくつか動産で実証できたと言えるo閣 lの

結果から見ると､今回の読書レポ- トの実践は ｢文章の表現の特色に注意して読む力上 ｢文 章

の内容を的確に読み取るカム ｢ものの見方､感じ方､考え方を豊かにする力上 ｢自分の主張に

基 づ い て書く力上 ｢他人の文章を読んで自分の表現に役立てるカ｣を伸長させた｡これらは､

同じ本を読んだという共通の理解を共有している生徒同士が､互いのレポ- トを読み合うこと

によって､本の内容のより深い理解を促すと同時に､それをコメン トすることによって､相手

意識を確実に踏まえた文章を書くことを促したと考えられる｡

また本実践では､読みの交流を効果的に行 うために､同じ本を読んだ者同士で､自らの着眼

点を示した上でエッセイを書く､という形式のレポ- トを書かせた｡それが効果的に作用した

と考えられる｡｢ものの見方､感じ方､考え方を豊かにするカ ｣ と ｢他人の文章を読んで自分の

表現に役立てる力｣ が伸長していることから､生徒自身が気づかなかったものの見方､考え方

を他の生徒のレポー トを読んだり､コメントを付けられたりすることによって示されたと考え

られる0時にそれは､間 3､間4の結果からも裏付けられるO生徒は他の生徒の読書レポ- ト

やコメン トが自らの意見を形成するのに参考になったと考えているO

さらに本実践では､読みの交流をより効果的に行わせるために電 子 掲示横を用い､そして交

流に基づいて毎分の考えを再びまとめさせることを行った｡問 7 の 結 果によれば､電子掲示板

を活用したことによって､生徒同士の読みの交流がより多様に,豊かに行われたと考えること

ができる｡そして､この交流の結果､生徒は自らの意見を深化させることができたO間 lの ｢自

分の主張 に 基 づ い て書くカ｣が伸長していることから､同じ本を読んだ者のレポ- トや肯定的

なコメントにより､友人の考え方との細かな違いを意識はしつつ､自らの意見 と類似 す る意見

に触れることによって､自らの主張を深化 ･発展させることにつながったと考 えることがで き

る｡ それは､問5の ｢友人のレポー トやコメントを読んだ後も､意見が変わらなかった｣とい

う結果とも対応している｡

一方､本実践における課題もこれらの結果から明らかになっている｡問 1の結果から見ると､

今回の読書レポ- トの実践では ｢文章の構成をとらえる力｣､｢相手に応 じて文体や語句を工夫
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して書く力｣､｢論理構成を工夫 し て 書 く力｣ な どは伸ばすことができなかった｡特に､書くカ

に関する2項目については､｢肯定的なコメン トを寄せる｣というようにコメン トの方向性を前

もって規定していたこと雪｡､レポー トとコメン トの構成 を 指定しておくなど､教師側の統制が

働 い て､生徒 自身が自らのカを伸ばすことができなかった結果であると考えられる｡

5 結 論

以 巨のことか ら､本を読んでの生徒の読みを交流させることにより､読む力 ･書く力を向上

させることができた｡また､自らの着眼点に基づくエッセイを受流させることにより､生徒に

ものの見方､考え方をより広げさせることができた｡さらに､読みの交流を促すためにインタ

-ネット上の電子掲示板は効果的であり､これら 一連の実践を通して生徒に自らの意見を深化

させることができたo

6 今後の課題

本実践では､電子掲示板 とい う種芋が直接見えない媒体を使って読みを交流させるため､コ

メントの方向性を予め規定 して､肯定的なコメン トを寄せることを生徒に求めた｡ しかし､本

来は酋定的なものばかりでなく否定 的 な コ メ ン トも生徒白身の考えを深めさせるのに役立つは

ずである｡そ うした否定的な コ メ ン トも 自 由 に 発 信 できる方法を整えて､実践を継続 したい｡

また､コメン トの書き方や ま と め の 書 き 方 に お い て も十分な検討ができなかった｡今後の課

題 としたい｡
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